市立高校で働くすべてのみなさんへ
5月1日は、世界の労働者が団結・連帯する日
1日14時間も働かされていた時代
今年の5月1日、朝のラジオで、ＤＪの佐藤ひろきさんがこんな話をしていました。「今は8時間労働が当たり前で、もしかすると昔からそうだったと思っている方もいるかもしれませんが、1日に14時間も働かされていた時代があったんですね。当時はそれが当たり前という時代だったのかもしれません。しかし、これじゃ風呂にも入れないじゃないか、ということで、労働者が団結して立ちあがったんですね。今日は大型連休の谷間の平日で、普通に働いていらっしゃる方も多いと思いますが、5月1日はそういう日だったんだと考えるだけでも意味のある一日になるのではないでしょうか」
今は当たり前のような制度も、実は労働者の団結の力でつくりあげてきた
産前・産後休暇は労働基準法で有給と決まっているわけではなく、民間では無給の職場もあります。また、年休は正規の職員でも初年度は１２日で、毎年１日ずつ増えて上限２０日まで、という職場もあります。市高の職場のように、産休は有給、年休は初年度から２０日という制度などは、市高や京教組の先輩方が団結して勝ち取ってきたものです。私たちは労働条件を改善し、そして父母と共同して教育条件を改善して、よりよい教育の実現をめざしています。

あなたも団結の輪の中へ、そして環境改善を！

今こそ、団結の力で労働環境・教育環境の改善が必要
世界の常識は1日8時間以下労働になっています。しかし日本では、「カローシ」という言葉が世界で通用するほど、異常な働かされ方がまかりとおっています。先輩たちの歩みを受け継ぎ、団結して生命と健康を守り、豊かな教育をつくっていこうではありませんか。
加入することが大きな力になります

よりよい職場をつくり、よりよい教育をすすめていくために、ぜひあなたの力をかしてください。仲間の輪がひろがることは、大変大きな励まし、大きな力になるのです。お待ちしています。



組合加入届

私は、　　　　年　　月より京都市立高等学校教職員組合に加入します。

　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　高校　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1886年5月1日、当時、一日に12時間から14時間も働かされていたアメリカの労働者が、8時間労働の要求を掲げて一斉にストライキに踏み切りました。このたたかいで、18万人の労働者が8時間労働を勝ち取り、その他20万人の労働者が労働時間短縮を獲得しました。しかし資本家はこの協約を反故にします。そこでアメリカの労働組合は1890年5月1日にもう一度ストライキをすることを決め、また第二インターナショナル結成大会ではアメリカの労働者に連帯して世界の大都市で一斉に8時間労働日を求めたデモをやろうと決めました。そして、世界各国でストライキや集会、デモが行われたのです。





京都市立高等学校教職員組合　HP :http://www8.plala.or.jp/kyotoshiko/  tel:075-771-1328














